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初代 2代 3代 養子 4代 5代 6代 7代 8代 9代 養子

師重 忠治 光長 光教 忠治 長光 忠世 忠門 忠成

同じ人です。養子に行った
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養子 ただたか

忠貴

正俊　忠義 藤五郎

筑後守 佚子 女

宗俊の五男 久之助 鎌之進

ただつぐ 忠固 女

女 略 美代子 國子 操子

忠次 女 某 冬次郎 多能茂 鈼子

藤七郎 女 女 春子 錠子 鉎子 あつ子

女 勝子

ただとし むねとし ただかつ ただしげ としはる ただとも ただたか ただつぐ ただやす ただなが ただゆき ただしげ ただこと

10代 11代 12代 養子 13代 14代 養子15代 養子 16代 17代 養子18代 19代 20代 養子 21代 養子 22代 23代 養子 24代 養子 25代 26代 27代

忠俊 宗俊 忠雄 忠重 俊春 忠朝 忠高 忠講 忠裕 忠良 忠敏 忠誠 忠允 忠精 忠敏 忠揚 忠博 忠靖

泰雲院 蟠龍院 凌松院 真正院 宗忠　俊重 青山幸督の次男 青山幸侶の七男 春橘 雲ゆう斎 登 左京大夫　鐘之助 忠敏の弟 忠惇長男 子爵 子爵 子爵 子爵

忠親 因幡守　下野守 因幡守　下野守 幸堅　忠知 正幸 伯耆守 下野守 因幡守 因幡守 子爵　陸軍歩兵少尉 子爵 淨徳院 大関釥の二男 惇揚 一夫

和泉守 清休 玉雲院 因幡守　伯耆守 下野守 たい岳院 忠高の三男 大量院 霊源院 隆徳院　鋪之丞 妻子爵相馬孟胤妹元子 霊機院 忠惇二男

女 女 隆興院 徳峯院 日精堂 妻　牧野河内守節成の娘 妻　子爵土屋擧直妹民子 圓徳院

宗祐 環峰 忠徳 てる子

某 満勢子 智徳院 信夫

やすつぐ 某 忠重 某 吉彌 たか子

泰次 女 女 貞子 欽之助 女

（泰重） 女 貞俊 忠裕 忠篤 雅子

女 忠貴 成瀬家へ養子成瀬小吉正肥

某 女 伊佐子

某 某 造酒子 松浦壱岐守の妻 鏸之助

某 某 津亭子 井上遠江守正健の養子となり井上正誠

某 景山 シン子

忠榮 侶吉郎 貴多子

女 多美子

正俊 幸哉

鐵吉　忠礼　隼人

大和守 鉚之助 釥 忠敏

青山幸礼の養子 忠可 忠精の養子となる

大関信濃守増昭の養子となり大関増徳

縫子

英子 豊子

万之助 セキ子

愛子

郁子

幸知 鋭之助

鑛之助　主水 茂子

青山幸有の養子 充子

ゆきなり よしとし よしざね よしまさ よしひで よしみち よしさだ 鈴子

幸秀 銀子

幸成 幸利 幸實 幸督 （幸侶） 幸道 幸完 資敬 鍵之助

. 天方鑑之助　主税 鋼吉

みちなお 幸通 日野大学資邦の養子 睦子

通直 幸正 幸澄 幸能 忠朝 幸篤 幸卓 鈺子

幸高 . . 銓九郎

鐐子

幸能 幸充 幸賢 鐺子

忠高 忠渡 忠誠

. 兄　忠敏の養子となる

幸弼 ただあつ ただこと

忠惇 忠允

宏徳院 忠誠の養子となる

よしたか ゆきひろ ゆきのり ゆきしげ ゆきよし 忠揚

養子 忠敏の養子となる

幸孝 幸寛 幸礼 幸哉 幸宜

. 望子

牟子

幸有 幸礼 孝子

惇穀

春光院證道惇穀居士

妻　戸田因幡守
藤原忠寛叔母

病弱の為
廃嫡
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浜松藩

浜松藩・

亀山藩 亀山藩・

篠山藩 篠山藩

最後
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尼崎藩
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郡上藩

郡上藩

最後


